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市民団体から出された「健康保険証を廃止しない事を求める意見書」を国に提出 

することが福祉保健委員会で審議され趣旨採択となりました。   

公明党は趣旨採択には反対、もちろん請願にも反対しました。  

採択でなくては国に意見書は提出できません。 

 

そこで共産党の橋本が提案者となり、つくば市民ネットの皆川議員と金子議員に 

賛同者になってもらい 6月議会の最終日に「マイナンバーカードの運用を一旦 

停止し、早急に全面的な総点検を行うことを求める意見書」を国に提出するよう 

提案しました。  

残念ながら 1票の差で否決され、つくば自民党と公明党が反対討論を 

行いました。 

 

  

自衛官等募集事務の名簿提供については各地で名簿は提供すべきではないという要請が起きて 

います。 つくば市に対して要請は出ているのか。 自衛隊への情報提供を希望しない方は、除外 

申出の手続きを行うようにと広報していますが、これまで何件の申請があったのか質問しました。 

 

 ▼総務部長答弁 

18歳以下は 16人・19歳から 22歳まで 2人・22歳以上は 6人の申請がありました。 

該当世帯に除外申請ができることの通知を出すこと、申請期間を伸すことの要望が出ています。 

現在ホームページや広報等で周知していますが、今後広報の方法を検討していきます。 

申請期間の延長は締め切りが決まっているので困難な為、周知する期間を早める対応をしたいと 

思います。 

 

＊個別の通知を発送するよう要望しました。 

 

 


